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Aim Theory for School Subject 
―Knowledge and abilities required in the future society in the physical education― 
Tyokazu IMAZEKI (Nippon Sport Science University) 
   The purpose of this study is to examine the composition of aims and the ideal way of setting 
aims, which clarifies the learning contents and abilities necessary for children living in the future. 
In the physical education, we will examine how to clarify the knowledge and abilities that will be 
needed in the future society, and clarify the issues from the perspective of the aims of qualities and 
abilities.  
   As a result, the following three points are shown. 
1. The composition of aims should be comprehensive and concrete. Being able to read meaning in
context.
2. The aim is to be able to clarify with knowledge and ability. To clarify knowledge and abilities,
describe movements and organize verbs of abilities.
3. The theme of subject is that the aim description changes depending on the set of contents to be
shown. It is required to extract and verify the nouns, item names, and movements to be used.












































































が行われた。これに伴い，第 1 学年及び第 2 学年
において，運動を通して健康の認識がもてるよう
指導の在り方を改善することとされた。
























【昭和52年】 １ 目標 
適切な運動の経験を通して運動に親しませるとともに，身近な生活における健康・安全につい
て理解させ，健康の増進及び体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 
【平成元年】 １ 目標 
 適切な運動の経験と身近な生活における健康・安全についての理解を通して，運動に親しま
せるとともに健康の増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 




































 一文で総括的に示しているのは，昭和 52 年か






2 学年まとまりの「第 1 学年及び第 2 学年」，「第






しているのは，「昭和 33 年」，「昭和 43 年」，「平




























「  」） 




「  」） 
④楽しく明るい生活を営む態度（昭和 52年以降） 














































































































































3.2 平成 29 年（2017）年の目標 
平成 29 年（2017 年）の目標は，総括的と具体
的で示されている。総括的なリード文は，次のよ

















































































































































































































（知識）理解 技能 思考 ・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
理解する （技能などを）身に付ける 工夫する 積極的に取り組む
包括 （所作や技などが）できる 判断する 自主的に取り組む
他者に伝える 主体的に取り組む
◎背景を入れて説明する ◎滑らかにする ◎提案する ◎最後までやり遂げる
◎理由を述べて説明する ◎正確にする ◎改善する
　　 ◎ ◎確実にする ◎修正する
◎タイミングよくする
○具体例を挙げて説明する ○連続する ○計画する ○追求する
十分満足 ○説明する ○スピードをつけてする ○追究する ○ねばり強く取り組む
（２）「タテ」の関係 ○解釈する ○大きくする ○予想する
○言い換える ○勢いをつけてする ○分析する





・具体例を挙げる ・動作や動きをする ・応用する ・積極的に取り組む
・（覚えたことを）書き出す ・(技能を)身に付けている ・適用する ・進んで取り組む






























































































成 28 年 12 月 21 日，p36． 
中央教育審議会（2019b）「児童生徒の学習評価の
在り方について（報告）」平成 31 年 1 月 21 日，
p9． 
中央教育審議会（2019c）「児童生徒の学習評価の
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年 3 月 31 日） 
 本稿は，「ボール運動・ゴール型、保健領域・運
動と健康における縦断的・追跡的研究」，基盤研究
(C)（一般）補助金研究（2017～2019）の一部であ
る。資料等作成に向けて授業及び情報提供してい
ただいた関係の皆さまに感謝します。
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